
r
田
舎
芝
居
」

を
め
ぐ
っ
て

天
明
七
年
刊
の
「
田
舎
芝
居
」
は、

洒
落
本
の
通
史
が
語
ら
れ
る
場
合、

常
に
見
の
が
す
ぺ
か
ら
ざ
る
一
冊
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
洒
落
本
で

あ
り、
恐
ら
く
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
あ
ろ
う。

．．

．
 

硝
か
に
こ
の、

作
者
自
ら
が
野
夫
本
と
称
す
る
小
本
一
冊
は、

単
な
る
洒

落
本
と
言
っ
て
片
付
け
ろ
だ
け
で
は
済
ま
ぬ
何
程
か
の
r
国
を
抱
え
て
い
る

こ
と、

既
に
諸
先
学
の
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る。

本
稿
で
は、

そ
の
よ
う
9
「
田
舎
芝
居
」
が
示
唆
す
る
諸
問
図
を、
い
ま

一
度
整
理
す
る
為
に、

そ
の
前
段
階
と
言
う
ぺ
き
基
礎
作
業
の
ひ
と
つ
を
行

．

な
う。

即
ち、
「
田
舎
芝
居
」
の
持
つ、

ほ
め
営
菜
・
序
•
本
文
・
校
語
・

後
序・
祓
と
い
う
構
成
の
う
ら、

作
者
万
象
卒
の
手
に
成
る
本
文
及
び
序
以

外
に
記
さ
れ
た、

竹
杖
為
軽
•
森
殿
亭
万
倍
・
天
竺
老
人
・
千
差
万
別
・
七

珍
万
宝
・
狐
面
堂
柳
郷
と
い
う
戯
号
が、

す
ぺ
て
作
者
の
仮
号
で
は
9
<、

こ
の
時
点
で
実
在
す
ろ
戯
作
者
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
し、

そ
の
こ
と
の

河）

意
味
に
つ
い
て
些
か
考
察
を
加
え
た
し

一
、

竹
杖
為
軽

万

象

亭
の

門
人
た

ち

・、．

万
象
亭
の
戯
号
と
じ
て
は、

天
明
二
年
中
成
立
の
r
江
戸
花
洞
老」
に

云t

殿
万
象
も
竹
つ
ゑ
為
軽
翁
と
改
て、

砧
此
道
に
わ
け
い
ら
ん
事
を
思
ふ
」
と

（
注
2)

あ
る
の
が
時
期
的
に
早
く、

天
明
三
年
正
月
刊
の
「
万
載
狂
歌
集
」
に
こ
の

号
で
三
首
が
載
る。
r
江
戸
花
海
老
」
や
「
閲
山
人
判
取
帳
」
の
記
印
か
ら、

万
象
亭
が、

い
わ
ゆ
る
天
明
狂
歌
痘
に
参
加
し
た
の
は
天
明
二
年
中
（
恐
ら

く
秋
に
雑
さ
れ
た
戯
作
者
の
会）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が、

翌
三

年
正
月
に
は、

芝
辿
を
中
心
に
狂
歌
壇
の
軍
鉛
た
ら
を
加
え
た
「
絵
本
見
立

仮
笞
尽
」
を
編
み、

同
四
月
二
十
五
日
に
は
両
国
河
内
屋
で
著
名
な
宝
合
の

会
を
主
佃
し
て
お
り、

同
年
七
月
刊
と
さ
れ
る
「
狂
歌
師
細
見
」
で
も、
ニ

十
四
名
を
擁
す
る
一
派
の
頭
領
に
四
か
れ
る
（
そ
の
中
に
は
次
代
の
江
戸
狂

歌
壇
を
荷
う
狂
歌
師
が
少
な
く
な
か
っ
た）
。

狂
欧
坦
に
顔
を
見
せ
て
か
ら

僅
か
一
年
程
の
問
に
こ
れ
だ
け
派
手
な
働
き
が
出
来
た
の
も、

奥
医
桂
川
家

の
出
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う。

但
し、
r
狂
歌
師
細

見
」
の
分
類
は
多
分
に
遊
戯
的
な
気
分
が
弥
く、
そ
こ
に
兄
え
ろ
万
象
序一

門
の
多
く
は
同
年
四
月
刊
の
r
狂
歌
知
足
振
」
に
は
載
ら
ず、
「
万
載
狂
歌

集
」
「
梧
和
歌
後
万
戟
氏
」
（
天
明
五
年
刊）
「
狂
宮
鶯
蛙
巣
」
（
同
上）

1

石

上

敏

-34-



と
い
っ
た
狂
歌
巣
に
も
取
ら
れ
て
い
な
い。＇

と
も
あ
れ、

以
後
竹
杖
為
軽
の
戯
号
は、
竹
杖
翁
等
の
変
化
を
含
め
て「
落

菜
降
狂
歌
月
並
摺
」

全＾
明
三
年）
r
老
莱
子」
「
万
象
平
戯
作
濫
閣
」
「
従
＊

以
来
記
」
「
太
平
楽
記
文
」
「
狂
文
棒
歌
撰
」
r
小
紋
裁
」
（
天
明
四
年）

「
売
鉄
砲
挑
灯
具
屈
」
「
徳
和
歌
後
万
戟
集
」
「
狂
苔
鶯
蛙
渠
」
「
宝
山
金

（
注
8)

銀
酎
討
」
「
俳
優
嵐
」
（
天
明
五
年）
r
吾
要
曲
狂
歌
文
血
」
（
天
明
六
年
）

や
「
狂
歌
狂
文
貼
交
帖
』
「
蜀
山
人
判
取
帖
」
と、

狂
歌
・
戯
作
を
問
わ
ず

に
用
い
ら
れ
て
い
る。

従
来、

竹
杖
為
軽
は
森
島
中
良
の
狂
名
で
あ
る、

と

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が、

彼
自
身
に
は
竹
杖
為
径
を
狂
歌
に
限
っ
て
用

い
る
と
い
う
意
識
は
な
い。
（
「
さ
う
は
虎
巻」
の
刊
年
は
留
保。
）

さ
て、

天
明
四
年
刊
の
賀
表
紙
「
万
象
亭
戯
作
濫
旭
」
で
万
象
亭
の
戯
号

を
披
露
し
て
か
ら
は、

竹
杖
為
軽
の
号
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
漸
減
し
て
い
く

の
で
あ
る
が、

こ
と
狂
歌
に
関
し
て
は
「
語
和
歌
後
万
載
集
」
「
狂
言
鶯
蛙

集
」
「
吾
妾
曲
狂
歌
文
印
」
と、

相
変
わ
ら
ず
竹
杖
為
軽
の
名
で
取
っ
て
い

る。
こ
れ
ら
と
殆
ん
ど
時
を
因
か
ず
に
天
明
七
年
r
狂
歌
才
蔵
集
」
r
古
今

狂
歌
袋
」
に
も
ま
た
竹
杖
為
軽
の
名
が
見
え
る
の
で
あ
る
が、

こ
れ
は
二
世

竹
杖
為
軽．

本
禍
の
文
脈
に
即
せ
ば、
「
田
舎
芝
居
」
胄
頸
で
掛
合
い
を
演

ず
る
片
割
れ
の
竹
杖
為
経
で
あ
っ
た。

＇

天
明
六
年
刊
の
万
象
亭
作
と
さ
れ
る
黄
表
紙
は`

「
阿
房
者
哀
待
」
「
大

笑
止
名
の
鐘
入
」
「
ほ
消
塔
の
瞑
』
r
仮
名
手
本
混
9
我
」
「
七
福
神
伊
達

の
船
遊
』
「
四
天
王
刑
棘
鬼
噺
」
r
も
A
ん
じ
い
」
以
上
七
部
が
知
ら
れ
る

が
（
但
し
「
仮
名
手
本
混
9
我
」
は
年
表
類
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
り、

未

見
J
‘•
こ
の
う
ら
「
阿
房
者
寝
待
」
（
一
冊）
の
五
丁
褒
に
は
「
万
象
亭
門

人
／
竹
杖
す
か
る
作」
と
記
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
だ
け
で
は
万
象
卒
の
趣
向

と
も
考
え
得
る
の
で
あ
る
が、

そ
の
下
に
見
え
る
魯
判

総)そ‘

万
象
亭
が

用
い
た
例
は
な
い。
の
み
な
ら
ず
「
田
舎
芝
居
」
の
口
絵
に
描
か
れ
た
竹
杖

為
経
の、

扇
子
と
沼
物
に
こ
の
田
判
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る。

箪
者
の
知
る

限
り
で
は
孤
本
で
あ
る、

大
東
急
記
念
文
叩
政
『
阿
房
者
衷
待
」
は
袋
入
本

で
あ
る
が、

年
表
類
か
ら
こ
の
作
が
天
明
六
年
刊
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な

い。

即
ら、

既
に
こ
の
時
点
で、

竹
杖
為
軽
の
戯
号
は
中
良
の
手
を
荏
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た。

翌
天
明
七
年
刊
の
江
戸
名
所
絵
＊
r
絵
本
あ
つ
ま
鋭
」
上
務
五
丁
衷
に
は、

「
二
代
目
竹
杖
為
軽」
と
記
さ
れ、
二
批
為
軽
の
存
在
は
確
実
と
な
る。
こ

の
絵
本
を
出
ん
だ
万
象
亭
は、

序
文
と
付
録
「
江一
戸
名
所
取
組」
を
撰
す
る

の
み
で、

本
編
の
狂
歌
・
狂
文
は
「
名
に
し
江
戸
絵
師
に
策
を
揮
は
せ。

江

戸
ッ
子
の
江
戸
訛
を
添
し
め
て
」
（
序）
と、

門
人
た
ち
に
任
せ
て
い
る。

よ
っ
て
下
巻
七
丁
斑
の
「
竹
杖
為
軽」
も
二
批
為
軽
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う。

同
年
刊
「
狂
歌
才
蔵
渠
」
に
は、

竹
杖
為
軽
作
二
首、

万
象
亭
作
四
首
が

収
め
ら
れ
る。
こ
の
こ
と
が
見
過
さ
れ
て
来
た
の
は、

例
え
ば
「
狂
歌
角
カ

草
」
（
天
明
四
年
刊）
に
同
一
人
の
二
つ
の
戯
号
（
大
の
鈍
金
無
．
述
莱
舟

橘）
が
載
り、
「
万
載
狂
敢
災
』
が
「
狂
歌
百
首
歌
合
」
に
お
け
る
池
田
正

式
一
人
二
役
の
狂
名
平
郡
実
柿
・
布
留
田
造
を
二
つ
な
が
ら
そ
の
ま
ま
採
る

と
い
っ
た
例、

或
い
は
修
辞
的
杞
慮
に
よ
っ
て
一
渠
中
に
様
ざ
ま
な
表
記
を

用
い
て
狂
名
を
記
す
恨
例
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が、

こ
の
場
合
は
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ま
だ
春
の
寒
さ
に
と
け
ぬ
は
な
の
先
梅
さ
へ
営
の
頬
か
ぶ
り
し
て

残
宮

．
 

9

,

1

明
ら
か
に 、
為
軽
と
万
象
亭
が
別
人
で
あ
る
た
め
の
世
き
分
け
に
他
な
ら
な

い 。
同
年
刊
の
r
古
今
狂
歌
袋
」
に
つ
け
ば 、
事
限
は
更
に
は
っ
き
り
す
る

で
あ
ろ
う 。
前
年
刊
の
当
代
著
名
狂
歌
師一
覧
r
吾
妾
曲
狂
歌
文
庫
」
の
増

補
新
版
と
い
う
ぺ
き
こ
の
絵
本
に
は 、
百
人
の
う
ら
四
十
番
目
に
万
象
亨 、

九
十
二
番
目
に
竹
杖
為
軽
の
肖
像
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る 。
こ
の
絵
本
の
性

，
質
に
鑑
れ
ば 、
同
一
人
の
囮
出
は
考
え
ら
れ
な
い 。

以
上
の
点
よ
り 、
「
田
舎
芝
居
」
の
竹
杖
為
軽
が
万
象
亭
の
仮
号
で
は
な

く 、
実
在
の
門
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
と
す
れ
ば
ま
た 、

r
古
今
狂
歌
袋
」
や
r
オ
蔵
集
」
に
戟
る
「
皆
人
の
み
ど
り
と
呼
べ
る
禿
松

大
夫
に
な
ら
ん
色
ぞ
見
へ
け
る」
「
お
ひ
ね
り
の
包
む
に
余
ろ
わ
が
思
ひ
な

ど
投
げ
や
り
に
人
の
な
す
ら
ん」
と
い
っ
た
狂
歌
は 、
初
代
竹
杖
為
軽
の
作

で
は
な
く 、
「
狂
歌
袋
」
の
為
軽
肖
像
も 、

中
良
の
像
と
し
て
掲
出
す
る
こ

と
は
出
来
な
く
な
る 。

前
述
の
よ
う
に 、
二
世
為
軽
の
初
兒
は
天
明
六
年
正
月
刊
r
阿
房
者
疫
待」

で
あ
ろ 。
こ
の
時
期 、
の
ち
の
判
者
森
縫
亭 、
山
閣
堂 、

花
江
戸
住
ら
を
差

し
口
い
て
為
軽
の
号
を
譲
ら
れ
た
者
と
し
て
適
当
な
名
を 、
筆
者
は
今
の
と

こ
ろ
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い 。
た
だ 、
r
古
今
狂
歌
袋」
の
通
人
風
の
肖

像 、

就
中
手
に
し
た
因
面
に
見
え
る
譲
紫
の
玲
5 )
ら 、

相
当
の
通
人
と
し
て

閲
ら
し
た
人
物
に
述
い
な
い
と
空
想
す
る
の
み
で
あ
る 。
し
か
し
こ
の
二
代

目 、

少
な
く
と
も
為
軽
の
号
を
用
い
て
は 、

余
り

活
躍
を
す
る
こ
と
も
な
く 、

•
こ
の
号
は
二
世
で
途
切
れ
た 。

＇

話
を
万
象
亭
に
戻
せ
ば 、
彼
は
こ
の
戯
号
を
僅
々
数
年
用
い
た
だ
け
で
手

雛
し
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
あ
る 。
後
出
r
無
駄
酸
辛
甘」
の
い
う 、

年
に
及
ん
で
は 、

行
な
述
中
を
免
れ 、

会
へ
も
不
レ
出
し
て 、
狂
名
を
け
づ

る」
こ
と
の 、

具
体
的
現
わ
れ
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
か 。
確
か
に 、
既

に
狂
歌
師
と
し
て
も 、

頭
株
の
一
人
と
目
さ
れ
て
い
た
竹
杖
為
軽
の
譲
号
が 、

ど
れ
程
か
の
混
乱
を
齋
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が 、
こ
の

淡
白
さ
は 、
彼
自
g
艇
々
楊
言
す
る
江
戸
っ

子
の
芙
学
で
も
あ
っ

た
の
だ
ろ

う
し 、

潟
物
入
り
の
狂
歌
攻
登
場
か
ら
漸
く
尻
す
ぼ
み
に
な
る 、
彼
の
狂
歌

へ
の
OO
心
を
も
物
語
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る 。

二 、

森
羅
亭
万
倍

万
象
卒
の
晩
年 、
文
化
五
年
の
秋
か
冬
に
む
か
れ
た
と
思
し
き
随
箪
r
反

古
籠
」
夷
の
紋
の
条
に 、
「
其
狂
習
を
見
た
る
古
老
の
話
せ
し
由 、

故
人
一

粒
万
倍
語
り
き」
と
の
一
節
が
見
え
る 。
「
狂
歌
才
蔵
巣
」
に
は 、

倍
の
作
と
し
て 、

以
下
の
二
首
が
載
る 。

（
巻
第
一
）

鷹
狩

く
さ
か
れ
の
山
の
こ
し
よ
り
た
つ
品
の
羽
音
に
鷹
の
へ
を
は
な
つ
ら
ん

（
巷
第
六）

見
立
て
を
用
い
て
き
れ
い
に
ま
と
め
る
か 、

逆
に
こ
と
さ
ら
尾
節
に
傾
く
の

が
為
経
の
狂
歌
の
特
徴
で
あ
り 、
そ
の
意
味
で
は
よ
く
師
風
を
伝
え
る
狂
歌

一
粒
万

「
盟
凶
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で
あ
る
が、
そ
れ
は
と
も
か
く、
こ
の
万
倍
が
r
田
舎
芝
居
」
の
掛
合
い
で

為
軽
の
相
手
を
勤
め
ろ
森
羅
亭
万
倍
で
あ
る。

天
明
六
年
刊
の
黄
表
紙
r
無
束
話
親
宝
」
五
丁
裏
に
は、
「
月
池
門
人
森

紐
亭

ぶ
」
と
記
さ
れ
る。
こ
の
世
判

で志
が
ま
た、
「
田
舎
芝
居
」

口
絵
で
森
羅
亭
万
倍
の
掲
げ
た
扇
に
見
え
る
（
因
み
に
羽
磁
は
卍
散
ら
し、

沼
物
は
卍
つ
な
ぎ）
の
で
あ
る。
r
無
束
話
親
玉
」
は
翌
年
「
噺
錦
画
従
長

崎
強
飯
」
と
改
団
さ
れ、
売
れ
残
り
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
が、

管
見
の
限

り
で
は、
こ
の
他
に
彼
の
戯
作
を
知
ら
な
い。
同
笞
に
付
さ
れ
た
万
象
亭
の

む

た

序
に
「
予
か
番
新
の
森
羅
亭
万
倍
か
無
話
書
き
な
り」
と
見
え、
「
オ
蔵
集」

以
前
の
狂
歌
集
等
に
も
こ
の
名
は
見
出
せ
ず、

万
別
・
万
宝
よ
り
後
の
弟
子

で
あ
ろ
こ
と
が
知
れ
る。
に
も
拘
わ
ら
ず
彼
ら
を
押
さ
え
て
森
羅
卒
の
号
を

得
た
に
つ
い
て
は、
他
の
門
人
た
ら
が
町
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
万
倍
が

武
門
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か。
究
政
改
革
と
と
も
に
こ
の
号
が
消
え
る

こ
と
が、
そ
れ
を
証
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

士
ん
ば

ぃ

さ
て、

森
詔
亭
を
冠
し
た
万
倍
は、
「
絵
本
あ
つ
ま
鋭
」
で
は
「
万
葉
意」

と
表
記
さ
れ、
以
後
見
え
な
く
な
る。
同
笞
に
は
真
頴
も
載
り、

万
菜
意
と

万
葉
亭
の
関
係
を
考
え
ろ
必
要
は
な
い
が、
七
珍
万
宝
が
森
羅
亭
を
名
采
る

寛
政
五
年
以
前
に
は、

森
蘊
亭
万
倍
は
完
全
に
戯
作
界
と
は
緑
を
切
っ
て
い

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う。
或
い
は
「
反
古
籠
」
に
「
故
人
一
粒
万
倍」

と
あ
る
よ
う
に、
早
く
没
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か。
い
ず
れ
に
も
せ
よ、

万

象
卒
の
後
年
の
随
筆
に、

天
明
期
の
戯
作
者
や
狂
歌
師
が
現
わ
れ
る
こ
と
は

少
な
く、
そ
れ
だ
け
に
一
粒
万
倍
の
名
が
彼
に
と
っ
て
鮮
明
で
あ
っ
た
こ
と、

親
し
い
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
が、

そ

の
実
名
や
経
歴
と
な
る
と、
二
世
為
軽
と
同
様、
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い。

以
上
二
節
で
見
て
来
た
よ
う
に、
「
田
舎
芝
居
」
の
巻
頭
を
飾
る
ほ
め
言

菓
の
掛
合
い
に
立
っ
た
の
は、

決
し
て
名
前
だ
け
の
木
偶
人
形
で
は
な
く、

万
象
亨
の
実
在
の
門
人
で
あ
っ
た。
と
こ
ろ
が、
こ
の
門
人
た
ら
の
実
在
を

見
え
に
く
く
し
た
の
は、
か
の
「
屎
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
呼
び
水
と
し
て
名

高
い
享
和
元
年
刊
r
田
舎
芝
居
」
中
本
型
改
版
の
罪
で
あ
っ
た。
そ
こ
で
は、

天
明
七
年
初
版
に
お
け
ろ
二
世
為
軽
•
森
殺
亭
万
倍
の
ほ
め
言
薬
を、

「
竹

杖
万
倍」
一
人
の
せ
り
ふ
に
改
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る。
こ
の
間
僅
か
に

十
四
年。
い
か
に
小
本一
冊
の
こ
と
で
あ
ろ
と
は
い
え、
天
明
と
享
和
の
間

に
横
た
わ
ろ
寛
政
と
い
う
時
代
に
つ
い
て
考
え
ず
に
は
お
れ
な
い。

と
こ
ろ
が、
享
和
の
こ
ら
ら
側
か
ら、

戯
作
の
椋
乱
期
天
明
の
彼
岸
に
目

を
設
ら
し
て
い
ろ
ひ
と
り
の
戯
作
者
が
い
た。
「
膝
栗
毛
」
の
作
者
そ
の
人、

他
で
も
な
い
十
返
舎一
九
で
あ
る。

三、

狐
面
堂
柳
郷

「
田
舎
芝
居
」
と
り
わ
け
中
本
型
改
版
の、
「
膝
栗
毛
」
へ
の
彩
輯
に
つ

い
て
は、
既
に
何
度
か
指
摘
さ
れ
て
来
た。
よ
っ
て、
本
節
で
は
「
田
舎
芝

居
」
と
「
膝
栗
毛
」
と
の、

言
わ
ば
人
閻
oo
係
的
な
接
触
点
に
つ
い
て
述
ペ

て
み
た
い。

狐
面
幽
柳
郷
は、

万
象
亭
門
人
と
し
て
は
特
異
な
戯
号
で
あ
る。
万
の
一
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字
を
含
ま
ず、

か
つ
て
万
象
亭
の
用
い
て
い
た
号
で
も
な
く、

四
字
成
語
で

も
な
い。

恐
ら
く、

彼
の
入
門
し
た
頃
に
は、

既
に
万
象
亭
が
門
人
た
ら
の

戯
号
で
万
字
尽
く
し
を
す
る
よ
う
な
戯
作
へ
の
情
熱
も
し
く
は
遊
び
心
を
持

て
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
こ
の
戯
号
の
初
見

は、

天
明
六
年
十
一
月
の
後
序
を
持
つ
（
七
年
正
月
刊
か）

万
象
乎
の
洒
括

本
「
福
神
粋
語
録
」
で
あ
り、

万
倍
の
登
場
よ
り
更
に
遅
い。

ま
た
こ
の
人

物
の、
こ
の
戯
号
で
の
戯
作
は、

策
者
の
知
る
限
り
で
は
宙
か
れ
た
形
跡
が

な
い。
し
か
し、
「
田
舎
芝
居
』
の
役
処
は、

万
象
亭
の
当
代
洒
落
本
批
判

を
紐
返
し
た
「4「
世
に
行
る
ゞ
晒
落
本
の。

或
は
妓
の
耳
の
垢。

又
は
娼
の

隣
の
脂
を
穿
竪
仕
た
る
よ
ふ
な。

片
づ
ん
だ
る
物
と
は
殊
な
り
9

云
々
と
い

う
祓
者
の
位
溢
と、

前
述
の
二
人
や
天
竺
老
人
・
千
差
万
別
よ
り
派
手
で
あ

る。
そ
の
署
名
は
「
風
来
山
人
之
孫
弟
子」
と、

序
に
呼
応
し
て
も
お
り、

「
福
神
粋
語
録
」
後
序
に
記
さ
れ
ろ
よ
う
な
頻
繁
な
出
入
り
故、

天
明
六`

七
年
の
頃
特
に
万
象
亭
に
可
没
が
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う。

柳
郷
の
住
む
馬
喰

町
か
ら
万
象
平
の
住
む
築
地
ま
で
は、

四
分
の
三
里
程
の
距
離
で
あ
る。
（
柳

底
に
は
柳
橋
が
掛
け
て
あ
る
の
だ
ろ
う
し、

狐
面
堂
は
御
面
視
で
も
あ
る
の

だ
ろ
う。

柳
橋
か
ら
猪
牙
舟
の
船
頭
に
御
面
倒
か
け
ろ
の
だ
ろ
う
か、

と
思

わ
ず
穿
っ
て
も
み
た
く
な
る
9

さ
て、
「
田
舎
芝
居
」
「
福
神
粋
話
録
」
そ
し
て
「
絵
本
あ
つ
ま
船
」
と、

天
明
七
年
に
万
象
亭
の
周
辺
に
の
み
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
の
出
来
る
狐
面

堂
柳
橋
で
あ
る
が、

彼
の
用
い
た
「
卍
扇」
の
印
が、

数
年
を
経
て
数
回

・

（
注
5)

記
さ
れ
る。

第一
に
究
政
年
間
の
刊
と
さ
れ
る
洒
落
本
「
面
芙
知
之
裡
」
、

そ
し
て
享
和
四
（
文
化
元）

年
刊
の
「
膝
栗
毛
」
三
細
で
あ
る。

前
者
は
自

序
末
の
「
南
朝
山
人
酔
中
識」
に
並
ぺ
て
「
卍
扇」
と
「
笑
人」
の
印、
後

者
は
「
消
冷
卒
笑
丸」
の
右
屑
に
「
品
川」
左
下
に

FU

扇」
と
陰
刻
の

至＇

田
笑
人」
。

古
典
文
学
全
集
の
頭
注
で
中
村
幸
彦
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に、

南
朝
山
人
と
消
冷
亭
笑
丸
と
は
同
一
人
と
し
て
間
違
い
あ
る
ま
い。

Igl
題
は、

品
川
に
住
す
ろ
笑
丸
と
日
本
橋
馬
喰
町
の
柳
郷
と
の
限
係
で
あ
る。

箪
者
は、

こ
れ
ら
三
宙
の
年
代
が
一
世
代
の
間
に
十
分
収
ま
る
こ
と、

他
に
こ
の
印
を

用
い
た
江
戸
戯
作
者
を
知
ら
な
い
こ
と
に
加
え、
「
面
美
知
之
姓
」
口
絵
（
笑

丸
面）
と
「
福
神
粋
語
録
」
口
絵
と
の
相
似
よ
り、

笑
丸
（
南
朝
山
人）
と

柳
邸
と
は
同
一
人
で
あ
る
と
考
え
る。
「
福
神
粋
語
録
」
口
絵
に
著
名
は
な

い
が、．
柳
郷
面
で
あ
る
可
能
性
が
瓦
い。

万
象
亭
の
洒
落
本
（
他
の
ジ
ャ
ン

ル
を
含
め
て
も）
の
中
で
r
福
神
粋
語
録
」
と
「
田
舎
芝
居
」
の
挿
画
は
他

に
見
ら
れ
ぬ
画
風
を
示
す。
こ
れ
ら
二．
由
に
関
わ
っ
た
万
佐
亭
の
門
人
は
柳

鯰
と
天
竺
老
人
の
二
人
だ
け
で
あ
り、
二
街
の
箪
工
を
柳
郷
が
勤
め
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。
こ
の
時
期、

万
象
ヰ
の
戯
作
の
面
工
を
勤
め
る
可

能
性
の
あ
る
面
師
を
挙
げ
れ
ば、

先
ず
政
美
そ
し
て
式
上
亭
柳
郊、

消
長
・

翌
困
・
歌
磨
・
政
菰
と
い
っ
た
と
と
ろ
だ
が、

こ
の
う
ち
の
誰
の
画
と
も
認

め
難
く、

ま
た
彼
ら
で
あ
れ
ば
署
名
の
記
さ
れ
る
碓
率
が
店
い。
加
え
て「
福

神
枠
語
蹂
」
「
田
舎
芝
居
」
は
板
元
が
異
な
る
の
に
も
拘
ら
ず
面
工
は
同一

人
と
思
わ
れ、

特
に
前
者
の
口
絵
に
描
か
れ
た
万
象
亭
の
肖
像
は、

彼
の
み

な
ら
ず
彼
の
宙
斎
を
知
ら
ね
ば
宙
け
な
い
よ
う
な
写
実
的
な
も
の
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
条
件
を
勘
案
す
る
に、

二
苔
の
画
エ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は、
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こ
の
よ
う
に、

内
容
・
方
法
に
関
す
ろ
「
田
舎
芝
居
」
と
「
膝
栗
毛
」
の

近
密
さ
に
加
え{
r
田
舎
芝
居
」
と
「
膝
架
毛
』
を
つ
な
ぐ
人
物
の
存
在
を

作
の
確
論」

の
で
あ
る。

抑
郷
以
外
に
な
く、

そ
の
両
は
笑
丸
画
と
記
さ
れ
た
「
面
美
知
之
姓
」
の
ロ

（
注
7)

絵
と
よ
く
似
通
う
の
で
あ
ろ。

こ
こ
で
卍
扇
の
見
え
る
も
う一
例、

「
膝
栗
毛」
三
編
の
前
年
享
和
三
年

刊
一
九
作
黄
表
紙
「
＋
闘
杜
野
狐
復
讐」

序
文
に
「
＋
返
舎
の
あ
る
じ
野‘
丁

仇
肘
美
談
を
狐
色
な
ろ
黄
表
紙
に
著
し
足
が
始
に
言
加
へ
よ
と
乞
ふ
」
と
あ

．
る
笑
丸
の
口
吻
を
考
え
る
と、
一
九
の
方
か
ら
笑
丸
に
近
づ
い
て
行
っ
た
風

に
見・
←
廷
08)
こ
れ
は
つ
ま
り、
一
九
が
わ
ざ
わ
ざ
「
膝
栗
毛」
の
跛
を
笑
丸

（
注
7)

に
乞
う
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
か。

笑
丸
即
ら
か
つ
て
の
狐
面
堂
柳
知

が、
一
九
が
規
範
と
仰
ぐ
「
田
舎
芝
居
」
へ
の、

実
際
の
参
加
者
で
あ
り
万

象
亭
の
門
人
で
あ
っ
た
が
故
に。

先
に
筆
者
が
述
ぺ
た
人
間
関
係
的
な
r
田
舎
芝
居
」
と
「
膝
栗
毛
」
と
の

接
触
点
と
は、
こ
の
こ
と
を
指
す。
「
膝
梨
毛
」
初
編
の
凡
例
に
は
「
館
伴

冠砕叫

が峙臥函謬

％叫鯰、

そ

の曲磁公

5

匹砂
す
」
と
の
一
条
が

掲
げ
ら
れ、

哨恥iiす益窃口百
こ

如
紺
芍
叫
を
専
に
す。

故
知

知訳の

ふk
」
云
々
と
続
く。

同
二
扁
に
も
「

四配
の
訛
宮
方
話
の
ま
ヽ
を
記
し

て、

其
お
か
し
み
5
囮
i
す」
と
見
え
る。
「
只
可
咲
を
専
と
す
ぺ
し」
と

は、
「
田
舎
芝
居
」
序
に
設
縮
し
た
万
象
亭
の
戯
作
論
の
核
心
に
他
な
ら
な

か
っ
た。

確
か
に
「
膝
深
毛
」
の
出
発
に
当
っ
て、
一
九
は
万
象
亭
の
「
戯

（
「
田
舎
芝
居
」
序）
を
自
ら
の
方
法
と
し
て
摂
榜
し
て
い
る

想
定
す
れ
ば、
こ
れ
ら
二
書
の
関
係
が
改
め
て
哀
付
け
ら
れ
ろ
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か。

四、

天
竺
老
人

竹
杖
為
説
と
同
様、
こ
の
戯
号
も
ま
た
か
つ
て
万
象
亭
の
も
の
で
あ
っ
た。

天
竺
浪
人
（
諒
内）
が
没
し
た
翌
安
永
九
年
刊
の
「
金
の
な
る
木
」
序、r
風

来
六
部
渠
」
序
に
「
下
界
隠
士
天
竺
老
人」
と
記
し
て
か
ら
天
明
三
年
ま
で

用
い
ら
れ
た。

な
が
く
天
竺
浪
人
と
混
同
さ
れ
て
来
た
が、

林
若
樹
氏
の
指

摘
以
後
区
別
さ
れ
る。
r
其
女
意
図
」
（
天
明
元
年
刊）
r
太
平
楽
巻
物
」

「
当
世
召
通
記
」
r
蛇
蜆
冑
大
通
』
（
同
二
年
刊）
と
い
っ
た
洒
落
本
「
万

象
亭
戯
作
濫
翔
」
文
中
な
ど
に
こ
の
戯
サ
が
見
え
る
が、
こ
の
号
を
用
い
て

い
た
頃
に
洒
落
本
の
作
が
多
か
っ
た
の
で
あ
っ
て、

洒
枯
本
用
の
戯
号
だ
っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い。

そ
し
て、

天
明
三
年
の
大
田
南
畝
編
源
内
逍
文

梨
r
飛
花
落
葉
」
祓
に
「
風
素
山
人
遺
弟
下
界
閑
士
天
竺
老
人」
と
記
し、

『
絵
本
見
立
仮
誓
尽
」
で
「
天
竺
名
人
9
竹
杖
為
軽」
と
改
号
を
表
明
し
て
以

来、

こ
の
号
は
用
い
ら
れ
な
く
な
ろ。

と
こ
ろ
が、

前
出
「
福
神
粋
語
録
」
に
は、

四
年
振
り
に
こ
の
戯
号
が
見

ら
れ
る。
こ
の
天
竺
老
人
が、
「
田
舎
芝
居
」
に
後
語
を
記
し
た
二
世
天
竺

老
人
で
あ
っ
た。
「
福
神
粋
語
録
」
序
の
卍
に
也
の
古
判
が
こ
の
こ
と
を
証

し、

後
述
「
作
習
酒
佐
字」
五
丁
衷
に
P-

住m
天
竺
老
人」
と
見
え
ろ。

二
世
天
竺
老
人
は
「
狂
歌
師
細
見
」
即
ら
天
明
三
年
の
時
点
で
既
に
万
象

亭
の
社
中
に
加
わ
っ
て
い
ろ。
そ
の
頃
か
ら
の
戯
号
は
千
鶴
万
亀、

後
に
は
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専
ら
万
m
亭
を
用
い
た。

狂
歌
壇
に
て
活
躍
す
ろ
花
江
戸
住
で
あ
る。
「
絵

本
あ
つ
ま
鍍
」
に
は
「
万
印
亭
花
江
戸
住」
、
「
古
今
狂
歌
袋」
「
オ
蔵
渠
」

に
は
「
花
江
戸
住
」
で
賊
り、
同
じ
天
明
七
年
に
は
袋
入
本
「
作
習
酒
佐
字」

が
出
さ
れ
ろ。
r
狂
歌
画
像
作
者
部
類
」
に
よ
れ
ば
「
江
戸
住
俗
称
山
口
政

吉
号
万
“
亭
住
銀
座
町」

と
の
こ
と。

の
ち
感
和
卒
鬼
武
の．
「
旧
奴
帖
」
に

序
を
寄
せ、

千
鶴
阻
万
“
の
名
で
玩
本
「
久
笞
野
石
文
」
（
文
化
五
年
刊）

を
苔
く
な
ど、

長
く
戯
作
界
に
関
わ
り
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
が、

二
世

天
竺
老
人
の
号
が
記
さ
れ
た
の
は、

実
作
で
は
万
象
キ
の
序
文
を
持
つ
r
作

習
酒
佐
字』
の
み
で
あ
り、

こ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
滑
柑
本
や
洒
落
本
は
宙

か
れ
た
形
跡
が
な
い。

(
r
旧
観
帖
A

序
は
高
木
元
氏
の
御
示
教
に
よ
ろ。）

こ
の
よ
う
に、

天
竺
老
人
・
竹
杖
為
軽
•
森
縫
亭
と
い
う
戯
号
を、

天
明

五、

六
年
頃
次
つ
ぎ
と
門
人
に
譲
っ
て
し
ま
っ
た
万
象
亨
は、

天
明
七
年
刊

の
戯
作
か
ら
告
様
御
存
知
と
い
う
極
幼
な
戯
号
を
使
い
始
め
ろ。

冗
談
に
し

て
も、

か
な
り
思
い
切
っ
た
冗
談
で
あ
ろ。

い
ま
詳
し
く
述
ぺ
る
余
裕
は
な

い
が、

こ
の
戯
号
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
万
象
ヰ
の
「
田
舎
女
の
大
口
に
似

た
無
神
経
な
健
全
さ
」

（
中
村
幸
彦
氏
r
戯
作
論

」）

も
し
く
は
そ
の
擬
暖

か
ら、

俺
が
俺
が
の
後
期
戯
作
界
ま
で
は、

あ
と
一
歩
の
距
難
で
は
な
い
か。

千
差
堂
万
別、

千
差
亭
万
別
と
も。

せ
ん
し
ゃ
（
じ
ゃ
）

ま
ん
べ
つ
と
訓

み
た
い
。

最
も
古
く
か
ら
の
門
人
で
あ
る。

次
の
七
珍
万
宝
と
並
ん
で
「
稗

五、

千
差
万
別

史
億
説
年
代
記
」
「
戯
作
外
阻
鑑
」
に
載
り、
「
日
本
文
学
大
辞
典
」
「
日

本
古
典
文
学
大
辞
典
」
も
一

項
を
立
て
ろ。

ま
た
東
喜
望
氏
「
千
差
万
別
と

そ
の
戯
作」

（
「
文
学
研
究
」
50)

も
備
わ
る
の
で、

こ
こ
で
は
万
象
卒
と

の
関
わ
り
を
中
心
に
述
ぺ
た
い。

万
象
卒
の
洒
裕
本
r
当
世
芍
通
記
』
（
天
明
二
年
刊）

股
が
こ
の
戯
号
の

初
見
で
あ
る。

翌
年
の
宝
合
の
会
で
は、

主
他
者
万
尿
平
の
門
人
と
し
て
狂

歌
師
迎
中
の
知
遇
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

万
別
の
出
品
は
「
こ
が
ら
し

の
太
刀」
、
「
狂
文
宝
合
記
」
に
「
万
象
4
門
人
千
差
万
別
蔵
」
と
記
す。「
狂

欧
師
細
見
」
に
は
万
字
屋
（
竹
杖
為
軽）

に
「
よ
ろ
づ
わ
か
つ
」

と
見
え
る。

ま
た
「
万
象
亭
戯
作
濫
閣
」
に
は、

春
町
の
「
猿
蟹
迫
昔
噺
』
道
成
寺
所
作

平
の
場
面
を
摸
し
た、

よ
く
知
ら
れ
る
石
僑
所
作
事
の
掲
而
に
門
人
を
代
表

し
て
登
出。

万
象
の
販
に
「
突
出
し
新
造
作
者」
と
あ
ろ
「
無
駄
酸
辛
甘
」

（
天
明
五
年
刊）

が、

広
範
な
知
識
を
支
え
と
し
た
佳
作
で
あ
っ
た
の
に
も

拘
ら
ず
以
後
彼
の
洒
落
本
は
刊
さ
れ
ず、

黄
表
紙
も
天
明
八
年
か
ら
究
政
六

年
に
か
け
て
四
作
と
少
な
い
。

洒
落
本
大
系
解
題
で
山
口
剛
氏
は、

洒
落
本

「
猫
射
雄
子
」
（
突
政
十
一

年
刊）

の
万
別
の
祓
に
「
我
弟
鹿
馬
軸
」＇
と
あ

る
こ
と
か
ら、

正
癒
鹿
馬
輔
を
万
別
の
弟
か
と
さ
れ
た
が、

詳
細
は
不
明。

箪
者
は
こ
の
「
我
弟」
、

例
え
ば
万
象
亭
が
源
内
の
「
遺
弟」

と
記
し
た
如

き
一
種
の
親
し
み
の
表
明
と
考
え
ろ。

天
明
八
年
か
ら
西
表
紙
の
作
が
出
さ
れ、

そ
の
戯
作
活
動
に
究
政
改
革
の

影
囁
が
見
ら
れ
ぬ
こ
と
か
ら、

町
人
で
あ
ろ
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う。

ま
た、

戯
作
の
紺
と
い
い
質
と
い
い
随
分
斑
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

彼
が
万
象
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前
記
「
稗
史
億
説
年
代
記
」
「
戯
作
外
国
鑑
j

に
加
え
「
近
世
物
之
本
江

戸
作
者
部
類
」
「
戯
作
者
小
伝
」
に
も
載
り、
そ
の
素
性
・
経
歴
の
明
ら
か

な
の
が、
七
珍
万
宝
（
ま
ん
ぽ
う）
、

後
の
二
世
森
羅
万
象
で
あ
る。
（

匹t

羅
亭」
に
つ
い
て
は
万
倍
が
お
り
三
世
3
こ
の
門
人
に
つ
い
て
は、
優
に
一

稿
を
成
す
だ
け
の
事
踏
を
持
ち、

詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
う。

「
狂
歌
師
細
見
」
が
そ
の
名
の
見
え
る
最
初
で
あ
る。
天
明
八
年
（
年
表

類
は
天
明
七
年
刊
「
陰
徳
両
万
吉
事
計
」
を
褐
げ
る
が
未
見）
以
来、

専
ら

黄
表
紙
を
書
き、

筆
者
の
知
る
限
り
で
は、
二
十
六
作
を
数
え
る。
洒
落
本

「
美
止
女
南
話
」
咄
本
「
落
咄
は
つ
わ
ら
い
」
等
に
も
筆
を
染
め
た。
寛
政

五
年
か
ら
森
羅
亭
を
名
乗
る
が、

究
政
八
年
以
降
は
黄
表
紙
の
作
が
止
み、

六、

七
珍
万
宝

亭
門
人
を
称
し
た
頃
に
は、
万
象
亭
は
ま
だ
狂
歌
連
中
と
の
交
わ
り
は
践
く、

他
の
門
人
た
ち
が
狂
歌
を
よ
く
し
た
の
に
対
し
て、
万
別
は
狂
歌
を
詠
ん
で

い
な
い。
即
ら
宝
合
の
会
へ
の
参
加
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
以
後
天
明
狂
歌
壇
の

お
祭
り
騒
ぎ
と
は
自
ら
一
線
を
画
し
た
気
配
が
感
じ
ら
れ
る。
こ
の
よ
う
に

考
え
来
る
と、
前
掲
論
文
で
東
氏
の
言
わ
れ
る、
医
師
か
蘭
学
者
か
と
い
う

推
測
も
肯
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る。
彼
の
入
門
当
時
の
万
象
亭
の
輿
味
の
対
象

か
ら
考
え
て、
同
学
の
士
と
い
う
よ
り
遊
び
仲
間
と
い
う
言
い
方
の
ほ
う
が

適
切
な
つ
き
合
い
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

と
こ
ろ
で、
「
田
舎
芝
居
」
で
の
千
差
万
別
は、

天
竺
老
人
と
並
ん
で
校

含8)

語
を
付
す
と
い
う、
余
り
ば
っ
と
し
な
い
役
回
り
で
あ
っ
た。

狂
歌
活
動一
本
と
な
っ
た。
以
後、

天
明
三
年
頃
か
ら
万
象
亭
を
介
し
て
知

友
で
あ
っ
た、
四
方
歌
垣
の
片
腕
的
存
在
と
し
て
四
万
側
の
判
者
を
つ
と
め、

宗
匠
位
を
得
て
い
る。

早
く
寛
政
四
年
に
は、
万
宝
門
人
と
称
す
る
見
得
坊
の
黄
表
紙
「
為
恐
肝

心
堪
忍
袋
」
が
出
て
い
る
が、
以
後
見
得
坊
の
名
は
見
え
な
い。
文
化
十
二

年
刊
「
四
方
歌
垣
翁
追
善
集
」
に
は
二
世
万
象
と
は
別
に
万
宝
の
名
が
見
え、

こ
れ
は
二
世
七
珍
万
宝
で
あ
ろ
う。

万
宝
の
狂
歌
は
既
に
「
オ
蔵
集
」
に
二
首
収
ま
る
が、

万
象
亭・
ニ
世
天

竺
老
人
・
ニ
世
竹
杖
為
軽
が
載
る
「
古
今
狂
歌
袋
」
に
は
選
ば
れ
て
い
な
い。

彼
は
「
田
舎
芝
居
」
で
は
後
序
を
苔
い
て
い
る。
こ
れ
も
柳
郷
の
祓
と
同

様、
「
神
代
巻
日
天
照
世
界
の
親
王
速
素
盛
烏
尊
の
悪
晒
落
を
疎
ま
せ
給
ひ。
一41

 

大
用
閣
の
磐
戸
隠
れ
よ
り
以
来。
世
は
湘
雲
の
め
っ
た
晒
落。
次
第

／＼
に

―

増
長
し。
五
月
鈍
如
無
駄
田
を
小
冊
に
さ
へ
宙
著
は
し
て。
世
に
行
は
る
A

も
の
八
百
ガ
ン
巻。
何
レ
も
似
た
り
寄
た
り
に
し
て。
阿
那
面
白
き
趣
向
も

な
し3
云
々
と
い
っ
た、

序
の
焼
き
直
し
で
あ
る。
た
だ
万
宝
は、
主
張
を

実
作
で
示
す
ぺ
＜
洒
落
本
「
美
止
女
南
話
」
（
寛
政
二
年
刊）
を
掛
い
た
の

で
あ
っ
た
が、

万
象
亭
の
模
倣
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た。

こ
の
他
に、
「
狂
欧
師
細
見
」
で
は、

北
尾
派
の
両
師
政
美
（
鍬
形
淋
斎）

・
政
油
（
山
東
京
伝）
が
万
字
屋
に
属
し、

戯
作
者
岸
田
杜
芳
・
南
柚
笑
楚

満
人、

浄
荊
璃
作
者
双
木
千
竹
・
中
田
林
七
•
吉
田
ニ
―
•
豊
竹
茶
里
丸、

狂
歌
師
鯉
滴
昇・
帝
野
横
好
ら
の
名
が
見
え、

関
而
音
人
や
小
簾
管
伎、
宝



蹂
小
亀
も
万
象
亭
に
近
し
か
っ
た。
岸
田
杜
芳
や
鹿
都
部
其
領
は、
太
平
有

象
・
柄
江
万
治
と、
そ
れ
ぞ
れ
万
象
の
一
字
ず
つ
を
と
っ
た
戯
号
を
持
っ
て

い
た
程
で
あ
る。
芝
廼
屋
山
賜
も
も
と
大
井
千
尋
と
名
乗
っ
て
万
象
傘
下
に

あ
っ
た
し、
三
陀
題
法
師
も
天
明
期
に
は
千
秋
万
歳
と
い
う
万
象
門
の
狂
歌

師
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

．

さ
て、

彼
ら
に
つ
い
て
は
暫
く
措
き、
「
田
舎
芝
居
」
に
戻
れ
ば、

以
上

見
て
来
た
よ
う
に、
こ
●
に
名
を
連
ね
た
竹
杖
為
軽
•
森
題
平
万
倍
・
天
竺

老
人
・
千
差
万
別・
七
珍
万
宝
・
狐
而
堂
柳
郷
は、
す
べ
て
万
象
亭
の
実
在

の
門
人
で
あ
っ
た。
万
象
字
を
加
え
て
七
人、
と
話
を
進
め
た
い
が、
そ
の

前
に
序
を
記
し
た
風
来
山
人
門
生
無
名
子
と
作
者
万
象
亭
を
等
号
で
結
ん
で

お
く
必
要
が
あ
る。

無
名
子
と
は、
「
里
の
を
だ
ま
き
評
」
（
安
永
三
年
成）
祓、
「
菩
捉
樹

之
弁
」
（
安
永
七
年
刊）
祓、

前
出
「
金
の
な
る
木
」
と、．
万
象
亭
が
ま
だ

源
内
門
に
あ
っ
た
安
永
期
に
用
い
て
い
た
戯
号
で
あ
り、
宝
歴
十一
年
成、
含9)

「
飛
花
落
葉
」
に
収
め
ら
れ
る
「
木
に
餅
の
生
弁」
が
そ
の
出
処
で
あ
る。

こ
の
戯
号
は
門
人
に
譲
ら
れ
た
形
跡
を
見
な
い
し、
r
金
の
な
ろ
木
」
以

後、
こ
の
戯
号
が
見
ら
れ
る
の
は、

後
に
も
先
に
も
「
田
舎
芝
居
」
序
の
み

．
で
あ
る。
無
名
子
と
同
様、
風
来
山
人
も
門
人
に
譲
ら
れ
ろ
こ
と
は
な
く、

後
に
な
っ
て
万
象
亭
自
身
が
こ
の
号
を
名
乗
っ
て
も
い
る。
彼
の
源
内
に
対

す
ろ
思
い
入
れ
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
く、．
晩
年
に
至
ろ
ま
で
繰
り
返
し

・
て
追
慕
が
語
ら
れ、

最
晩
年
に
は
突
然
源
内
の
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
の
戯
号

福
内
鬼
外
を
名
乗
る
な
ど、
源
内
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
戯
号
は、

手
離
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た。
よ
っ
て、．
源
内
と
も
っ
と
も
関
わ
り
の
深
い

無
名
子
の
号
も、

門
人
に
譲
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
る。
そ
の
無
名

子
は
r
田
舎
芝
居
」
序
で、
「
予
が
只
弟
子
の
万
象
亭」
と
一
応
仮
構
し
な

が
ら、
末
尾
で
は
「
そ
こ
は
万
象
平
気
な
も
の
な
り
1

と
正
体
を
顕
わ
し
て

い
ろ
し、
柳
郷
と
万
宝
が
専
ら
復
唱
し
て
い
ろ
の
は、

序
で
無
名
子
の
己
う

い
へ

る

「
予
か
兄
弟
子
の
万
象
亭
謂
事
あ
り。
」
以
前
の
部
分
な
の
で
あ
る。

万
象
亭
が
「
風
来
山
人
門
生
無
名
子
」
を
こ
こ
で
名
乗
っ
た
の
は、
翌
年

含
＆

の
r
風
来
仮
名
文
選
」
の
序
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に、
い
ま一
度、

風
来
山
人
の
正
統
を
声
高
に
表
明
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い。

彼
の
当
代
洒
落
本
批
判
は、

百
菓
を
換
え
れ
ば
「
源
内
に
伺
れ」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た。

か
く
て、

万
象
亭
を
加
え
て
七
人
の
戯
作
者
た
ら
は、
r
田
舎
芝
居
」
と

相
前
後
し
て
租
か
れ
た
「
福
神
粋
語
録
」
と
細
き
合
っ
た
戯
作
の
世
界
で、

天
明
七
年
の
お
正
月
に、
七
福
神
の
気
分
が
味
わ
え
ろ、
と
い
う
仕
掛
け
で

あ
っ
た。

そ
し
て
そ
れ
以
上
に、
こ
れ
か
ら
万
象
亭一
門
の
目
ざ
す、

戯
作
の
方
向

性
を
示
し
た、

言
わ
ば
宝
船
の
旗
上
げ
の
気
分
も、
こ
の
一
冊
の
小
本
に
は

込
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い。
で
な
け
れ
ば、
ど
う
し
て
こ
れ
だ
け
の
周

到
さ
で、
当
代
洒
落
本
批
判
を
満
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
だ
ろ
う。
結
果
的

に
見
れ
ば、
こ
の
年
六
月
の
定
信
老
中
珀
任
で
森
を
開
け
た
新
し
い
時
代
の

風
に、
万
象
亭
は
戯
作
の
口
を
襟
ま
ね
ば
な
ら
ず··「
田
舎
芝
居
』
の
主
張

は、
そ
れ
が
捨
て
科
白
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
貌
を
見
せ
て
断
ち
切

5m。
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以
後
万
象一
門
の
戯
作
に
は
見
る
も
の
少
な
く、
京
伝
を
箪
頭
と
す
る
新
し

い
戯
作
の
前
に
な
す
術
を
持
た
な
か
っ
に。

．

本
稿
の
内
容
だ
け
か
ら
万
象
亭
の
姿
勢
云
々
を
導
き
出
す
こ
と
は
到
底
出

来
な
い
が、
一
点
の
み
言
え
る
こ
と
が
あ
る。
一
人
の
人
間
が
幾
つ
か
の
仮

．
号
を
用
い
て
成
し
た
一
甚
と、
た
と
え
門
人
で
あ
ろ
う
と、
そ
れ
が
戯
作
で

あ
ろ
う
と、

何
人
か
の
人
物
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
成
し
た
l

宙
と
で
は、

述
っ
た
把
え
方
を
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か。

（
注）

ー、
現
在
最
も
信
穎
に
足
る
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
及
び
洒
落
本
大
成
の
解

囮
で
水
野
稔
氏
は、

そ
れ
ぞ
れ
竹
杖
為
軽
•
森
羅
亭
万
倍、

竹
杖
為
経
・

天
竺
老
人
が
万
象
亭
の
仮
号
で
あ
る
と
さ
れ
る。

．

2、・
日
付
の
明
ら
か
な
最
も
早
い
例
は、

同
年
＋
月
十
三
日
成
「
屁
放
大
神

大
御
伝」
に
見
え
る
「
竹
杖
翁
為
軽」
。（
天
理
善
本
叢
苔
蜀
山
人
集）

3、

r
狂
歌
新
玉
集」
に
も。
ま
た
粕
谷
宏
紀
氏・「
石
川
雅
望
研
究」
は

「
絵
本
八
十
宇
治
川」
に
も
「
竹
杖
為
軽」
で
載
る
と
さ
れ
る
が
未
見。

4、
吉
原
角
玉
屋
の
遊
女
汲
紫。
京
伝
の
洒
落
本
「
ほ
城
鎖
」
に
は、
義
之

の
流
れ
を
く
ん
だ
能
街
故
に
太
夫
の
位
を
つ
ぎ
「
廓
中
に
な
ら
び
無
き
艶

色
也」
、
後
出
r
無
駄
酸
辛
甘
」
は、

女
郎
の
芸
尽
し
の
箪
頭
に
漿
紫
の

墨
絵
を
挙
げ
る。

5、

加
賀
文
印
蔵
の
「
根
無
草
曾
我
和
物」
＋
五
ウ
.
r
可
然
苦
者
楽
種」

（
「
笞
目
年
表」
は
入
木
と
す
る
が）
一
オ
に
も
朱
印
の
「
卍
扇」
が
見
え

る
が、
「
笑
丸
作」
の
印
と
同
じ
く、

製
本
よ
り
後
に
捺
さ
れ
た
も
の。r
花

闘
戦
梅
魁」
i

オ
の
「
笑
丸
誌」
も
同
様
で
あ
る。

6、
一
九
と
笑
丸
の
交
遊
等
に
つ
い
て
は、

更
に
検
討
を
加
え
た
い。

7、
一
九
作
「
榔
討
変
術
巻』
の
後
摺
本
を
笑
丸
作
と
す
る
r
書
目
年
表」

の
説
は、

改
窪
本
（
国
会
本）
を
見
た
も
の
で
あ
ろ
う。

8、

洒
落
本
大
成
第
十
八
巻
解
図
に
紹
介
さ
れ
る
「
白
狐
通

廷｀
」
の
序
に

は
「
千
差
万
別
天
竺
老
人」
と
の
署
名
が
記
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が、

こ
れ
ら
は
同一
人
の
二
つ
の
号
で
は
あ
り
褐
ず、
こ
の
こ
と
は
中
野
三
敏

氏
の
召
わ
れ
る
偽
撰
の
0
の
傍
証
と
も
な
り
得
よ
う。

9、
こ
の
年
中
良
は
八
オ。
そ
こ
に
描
か
れ
る
無
名
子
が
彼
で
あ
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い。
同
様
に
明
和
五
年
刊
r
法
陰
悶
逸
伝
」
（
こ
の
年
中
良
十

五
オ）
の
無
名
禅
師
も
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る。

10、
既
に
自
作
を
発
表
し
に
<
い
状
況
の
万
象
卒
がヽ

r
飛
花
落
菜
」
の
序

朕
等
を
削
り、
自
ら
の
序
を
掲
げ
て
行
な�っ
た
改
題
再
板。
そ
の
序
は「
田

舎
芝
居
」
序
の
主
旨
に
通
ず
る。

11、

学
燈
社
版
日
本
文
学
全
史
で
中
野
三
敏
氏
は、
「
田
舎
芝
居
」
序
を
洒

落
本
に
対
す
る
絶
紹
状
と
と
ら
え
ら
れ
た
が、

叩
者
は
む
し
ろ
逆
に、
言

わ
ば
挑
戦
状
と
考
え
る
も
の
で
あ
ろ．

0
本
稿
は
昭
和
五
十
九
年
度
岡
山
大
学
国
臣
国
文
学
会
（
六
•
三）
に
お
け

る
口
頭
発
表
を
も
と
に、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
礎
稿
を
得
た
も
の
で
あ

る。

（
東
京
都
立
大
学
大
学
院
研
究
生）
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